
例題１
次の計算をしなさい。

12×2＋12×8

答え 120

[例題１の解説]
12が2個と12が8個だから、あわせて12が10個です。

12×2＋12×8＝12×(2＋8)＝12×10＝120

※アドバイス

12のように同じものをリンゴだと考えるとわかりやすくなります。(リンゴが2個)＋(リンゴが8個)＝(リンゴが10個)

※アドバイス

例題１のように12でまとめることができる計算のきまりを「分配法則」と言います。
ぶんぱいほうそく

■×●＋■×▲＝■×(●＋▲)

■×●－■×▲＝■×(●－▲)

例題２
次の計算をしなさい。

25×18－25×15

答え 75

[例題２の解説]
25が18個から25が15個をひくと、25が3個です。

25×18－25×15＝25×(18－15)＝25×3＝75

※アドバイス

25をリンゴだと考えるとわかりやすくなります。(リンゴが18個)－(リンゴが15個)＝(リンゴが3個)
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例題３
次の計算をしなさい。

8×109

答え 872

[例題３の解説]
109を100＋9とします。

8×109＝8×(100＋9)＝8×100＋8×9＝800＋72＝872

※アドバイス

分配法則を利用しています。■×●＋■×▲＝■×(●＋▲)
ぶんぱいほうそく

例題４
次の計算をしなさい。

15×98

答え 1470

[例題４の解説]
98を100－2とします。

15×98＝15×(100－2)＝15×100－15×2＝1500－30＝1470

※アドバイス

分配法則を利用しています。■×●－■×▲＝■×(●－▲)
ぶんぱいほうそく

ポイントまとめ

・計算式の中に同じものがあれば（ ）でまとめて計算しましょう。
か っ こ

・○×99や○×104であれば、99＝100－1、100＋4と考えて分配法則を利用しましょう。
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